
 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

東京八王子西
ロータリークラブ 2018

温●会長標語 会長 峰尾 孚

次回のプログラム
●第2528回（10/1
●会場 京王プラザホテル八

今週のプログラム
●第2527回（10/5）
●会場 京王プラザホテル八王子

＊国際ロータリー第2750地区
服部陽子ガバナー公式訪問
テーマ：インスピレーションになろう
東京八王子南ロータリークラブとの合同例会

み
な

は
八
王

属
で
あ

田
辺
会

き
は
石

長
、倉
田

ロ
ー
タ
リ

い
ろ
な
会

て
お
り

な
っ
た
方

本
日

は
い
ろ
い

ラ
ブ
の
活

き
る
と

地
区
の

い
質
問

は
地
区

員
長
の

た
だ
き

の
新
会

が
出
席

れ
て
い
る

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

話

●201８～201９年度国際ロータリー テーマ
RI 会長 バリー・ラシン

インスピレーションに
なろう
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故知新が変化を生む

2）
八王子

＊ 三祝
＊ 卓 話：少年少女国連大使 青田未陸様
テーマ：SDGs世界を変えるための17の目標

卓卓
話

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

テ
ー
マ

「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ろ
う

（
何
か
大
き
な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ク
ラ

ブ
や
ほ
か
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
与
え
て

下
さ
い
。自
分
よ
り
長
く
、後
世
に

も
生
き
続
け
る
も
の
を
生
み
出
す

た
め
に
、行
動
を
起
こ
す
意
欲
を
引

き
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
）

・
指
示
す
る
の
で
は
な
く
自
ら
の
行

動
を
も
っ
て
人
に
働
き
掛
け
、意
欲

を
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
思

う
。

①
ポ
リ
オ
撲
滅
（
最
大
の
力
を
入

れ
る
）

・
１
９
８
８
年
（
30
年
前
）に
は
、野

生
型
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
推
定

35
万
人
が
身
体
ま
ひ
を
患
っ
て
い
た

が
、２
０
１
４
年
（
４
年
前
）に
は

な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。わ
た
し

王
子
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
所

あ
り
ま
す
が
、幹
事
の
と
き
は

会
長
、樫
崎
幹
事
、会
長
の
と

石
田
ガ
バ
ナ
補
佐
、河
西
会

田
幹
事
の
時
代
で
八
王
子
西

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
は
い
ろ

会
議
で
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ

り
、個
人
的
に
も
お
世
話
に

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

日
行
わ
れ
た
ク
ラ
ブ
協
議
会
で

い
ろ
八
王
子
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

活
動
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、逆
に

の
こ
と
や
考
え
に
つ
い
て
厳
し

を
い
た
だ
き
、内
容
に
よ
っ
て

区
の
三
浦
奉
仕
プ
ロ
グ
ラ
ム
委

の
助
け
も
借
り
回
答
さ
せ
て
い

ま
し
た
。こ
の
一
年
で
11
名

会
員
が
お
ら
れ
、８
名
の
か
た

席
さ
れ
て
お
り
大
事
に
育
て
ら

る
と
思
い
ま
し
た
。

森

（R
otary

International

会
長
バ
リ
ー
・
ラ
シ
ン
氏

（
バハマ
・
イ
ー
ス
ト
ナ
ッ
ソ
ー
Ｒ
Ｃ
）

Ｒ
Ｉ
会
長
強
調
事
項

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

特行い度区す

森屋義政ガバナー補佐

国（

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

話

画
計
動
活
の
プ
ー
ル
グ
南
摩
多

て
今
年
度

に
ガ
バ
ナ

信

「「
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
の
活
動
計
画

話

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

）
金
（
日
1
月
９
年
８

０
２
」
て
い
つ
に
等
標
指
の

さ
て
今
年
度
７
月
に
ガ
バ
ナ
月
信

特
別
号
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。発

行
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
後
述
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、こ
の
中
で
本
年

度
の
Ｒ
Ｉ
の
テ
ー
マ
、強
調
事
項
、地

区
の
方
針
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。

３
５
９
人
の
子
が
ま
ひ
障
害
を
発

病
。３
年
前
は
74
人
、２
年
前
は
37

人
、そ
し
て
２
０
１
７
年
に
は
21
人

と
な
り
、今
年
度
は
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
か
っ
た
が
、５
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
７
名
、パ
キ
ス
タ
ン
で
１
名
の
発
症

が
確
認
さ
れ
た
。

②
ク
ラ
ブ
の
サ
ポ
ー
ト
と
強
化
・

人
道
的
奉
仕
の
重
点
化
と
増
加
・

ク
ラ
ブ
に
な
る
手
助
け
を
す
る
。

②
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に

情
報
を
流
し
、一
般
の
方
に
も
開
放

し
見
て
い
る
と
自
然
と
ロ
ー
タ
リ
ー
が

分
か
る
よ
う
に
し
た
い
。

③「
ガ
バ
ナ
ー
月
信
７
月
特
別
号
」

発
刊
に
あ
た
っ
て

・
今
年
度
は
、ク
ラ
ブ
と
地
区
の
距
離

画画
の
指
標
等
に
つ
い
て
」
２
０
１
８
年
９
月
2
日
（
金
）

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

（R
otary

International

）

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

」うラてにす引）行欲思入野定た、

公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上

・
会
員
の
純
増
・
既
存
会
員
と
新
会

員
の
維
持
率
・
女
性
会
員
の
入
会
・

地
域
社
会
の
実
情
に
沿
っ
た
会
員

基
盤

・ロ
ー
タ
リ
ー
地
域
社
会
共
同
隊
・

年
次
基
金
へ
の
参
加

・ク
ラ
ブ
で
成
功
さ
せ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
情
報
・ク
ラ
ブ
会
員
が
メ
デ
ィ
ア

と
話
す
機
会

③
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
・
ロ
ー

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
増
大

・ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
を
２
倍
に

し
た
い
。若
い
人
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
理

解
し
て
も
ら
い
、将
来
に
繋
げ
た
い

④
ロ
ー
タ
リ
ー
デ
ー
の
開
催

・
公
共
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
を
上
げ

る
。一
般
市
民
及
び
他
団
体
と
の
つ

な
が
り
。

①
地
区
の
役
目
は
ク
ラ
ブ
支
援
。会

員
減
少
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
で

戦
略
計
画
を
考
え
元
気
な
明
る
い

を
縮
め
、そ
の
つ
な
が

地
区
の
運
営
を
行
っ

考
え
て
い
る
。そ
の
為

０
地
区
の
会
員
の
皆
様

と
を
良
く
知
っ
て
も
ら

要
と
考
え
、地
区
の
情

ま
と
め
て
特
別
号
と

区
内
の
99
の
ロ
ー
タ
リ

区
の
距
離
を
縮
め
、

を
大
切
ク
ラ
ブ
の
様

ム
の
メ
ン
バ
ー
、委
員
会

内
に
行
わ
れ
る
主
要

ジ
ュ
ー
ル
等
が
こ
の
特

に
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ

年
間
、手
元
に
置
い
て

要
な
情
報
を
得
る
の

く
だ
さ
い
。ま
た
時
間

少
し
ず
つ
お
読
み
い
た

０
地
区
を
知
り
、関
心

さ
い
。地
区
の
年
度
予

て
い
る
た
め
、こ
の
冊
子

の
予
算
は
「
年
次
報

算
額
を
減
ら
し
て
捻

た
。そ
の
た
め
、年
度

）氏）

第
２
７
５
０
地
区
と
し
て

  
 

  　

  

　
　
　

 
 　 　
　 

　

　　

 

 
  

が
り
を
大
切
に

っ
て
い
き
た
い
と

為
に
は
、２
７
５

様
に
地
区
の
こ

ら
う
こ
と
が
重

情
報
を
一
冊
に

と
し
ま
し
た
。地

リ
ー
ク
ラ
ブ
と
地

そ
の
つ
な
が
り

子
、地
区
チ
ー

会
活
動
、年
度

要
行
事
の
ス
ケ

特
別
号
一
冊
の
中

っ
て
い
ま
す
。一

て
い
た
だ
き
必

に
役
立
た
せ
て

間
の
あ
る
時
に

た
だ
き
２
７
５

心
を
高
め
て
下

予
算
は
限
ら
れ

子
作
成
の
た
め

報
告
書
」用
の
予

捻
出
致
し
ま
し

度
終
了
後
に
皆
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／
町
田
Ｒ
Ｃ
／
八
王
子
西
Ｒ
Ｃ
／

八
王
子
南
Ｒ
Ｃ
／
八
王
子
北
Ｒ
Ｃ
）

　

年
会
費
は
、一
番
安
い
ク
ラ
ブ
は

４
ク
ラ
ブ
（
町
田
Ｒ
Ｃ
／
町
田
・
中

Ｒ
Ｃ
／
町
田
サ
ル
ビ
ア
Ｒ
Ｃ
／
町
田

東
Ｒ
Ｃ
）。一
番
高
い
ク
ラ
ブ
は
33
万

円
で
八
王
子
北
Ｒ
Ｃ
。

※

ど
こ
ま
で
が
年
会
費
に
含
ま
れ
て

い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。（
色
々
な

登
録
料
）

・
今
年
度
の
純
増
目
標

　

11
ク
ラ
ブ
で
純
増
46
名
で
す
。目

標
の
高
い
ク
ラ
ブ
は
八
王
子
西
Ｒ
Ｃ

の
10
名
で
す
。そ
の
他
で
も
５
名
以

上
の
ク
ラ
ブ
は
５
ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す

（
八
王
子
Ｒ
Ｃ
／
日
野
Ｒ
Ｃ
／
町

田
・
中
Ｒ
Ｃ
／
八
王
子
東
Ｒ
Ｃ
／

飛
火
野
Ｒ
Ｃ
）。

・グ
ア
ム
地
区
大
会
参
加
者
数

　

11
ク
ラ
ブ
で
今
の
所
１
１
１
名
で

す
。（
八
王
子
南
Ｒ
Ｃ
30
名
／
町
田

Ｒ
Ｃ
20
名
／
八
王
子
北
Ｒ
Ｃ
20
名
）

・
青
少
年
交
換
学
生
及
び
米
山
奨

学
生
に
つ
い
て

　

町
田
Ｒ
Ｃ
が
フ
ラ
ン
ス
へ
女
子
を

派
遣
・
町
田
東
Ｒ
Ｃ
が
メ
キ
シ
コ
に

女
子
を
派
遣
す
る
。八
王
子
Ｒ
Ｃ
が

イ
ン
ド
の
男
子
を
受
入
れ
す
る
。八

王
子
西
Ｒ
Ｃ
が
７
月
に
ド
イ
ツ
か
ら

女
子
が
帰
国
す
る

　

米
山
奨
学
生
は
継
続
で
２
年
間

女
性
（
町
田
東
Ｒ
Ｃ
）・
新
規
で
一

年
間
２
名
の
女
性
（
町
田
・
中
Ｒ

Ｃ
／
町
田
Ｒ
Ｃ
）２
年
間
の
女
性
で

（
八
王
子
南
Ｒ
Ｃ
）

・
活
動
計
画
及
び
問
題
点
等

様
に
配
布
す
る
「
年
次
報
告
書
」

は
従
来
に
比
べ
て
ペ
ー
ジ
数
が
少
な

く
、簡
素
な
も
の
と
な
る
事
を
予
め

ご
理
解
ご
了
承
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
し
ま
す
。

④
ロ
ー
タ
リ
ー
認
知
度
向
上
の
た
め

の
ロ
ー
タ
リ
ー
デ
ー
の
実
施

・
開
催
日
２
０
１
９
年
５
月
12
日

（
日
）

会
場　

赤
坂
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
カ
ラ
ヤ

ン
広
場
＆
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
（
小

ホ
ー
ル
）

・ス
テ
ー
ジ
ブ
ー
ス
・グ
ル
ー
プ
ブ
ー
ス
・

地
区
ブ
ー
ス
・ロ
ー
タ
リ
ー
ブ
ー
ス
・

小
ホ
ー
ル
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
等

①
Ｉ
Ｍ
の
開
催　

２
０
１
８
年
11
月

12
日
（
日
）午
後

・
実
行
委
員
会　

各
ク
ラ
ブ
よ
り
実

行
委
員
会
を
出
し
て
も
ら
い
実
行

委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
決
め

た
。

・
内
容　

一
部
は
各
ク
ラ
ブ
よ
り
10

名
程
度
の
方
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

（
実
行
委
員
を
入
れ
11
名
）

　

11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、事
前
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
及
び
書
記
を
決

め
、テ
ー
マ
に
沿
っ
て
１
時
間
位
話
し

合
い
を
し
て
い
た
だ
き
、書
記
の
方

は
そ
の
後
30
分
位
で
ま
と
め
て
、二

部
で
発
表
し
て
頂
く
。

　

 

二
部
は
全
員
参
加
で
11
ク
ラ
ブ

に
話
し
合
い
の
ま
と
め
を
発
表
し
て

も
ら
う
。

　

 

三
部
は
11
ク
ラ
ブ
の
親
睦
を
図

り
懇
親
会
を
行
う
。こ
れ
か
ら
余
興

を
考
え
る
。

　

以
上
が
Ｉ
Ｍ
の
件
で
す
。

②
地
区
に
提
出
さ
れ
た
「
ク
ラ
ブ

現
況
報
告
書
」「
効
果
的
な
Ｒ
Ｃ
と

な
る
た
め
の
活
動
計
画
の
指
標
」

「
戦
略
計
画
立
案
」

・
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
の
会
員
数

　

男
性
５
１
２
名　

女
性
12
名　

計
５
２
４
名　

４
ク
ラ
ブ
は
女
性
の

入
会
者
あ
り　

2.3
％
（
地
区
約

11
％
）

　

八
王
子
５
ク
ラ
ブ
３
２
３
名　

町

田
４
ク
ラ
ブ
１
４
２
名　

日
野
２
ク

ラ
ブ
59
名

・
会
員
人
数
の
ピ
ー
ク
時

　

１
９
９
４
年
〜
１
９
９
９
年
の
間

（
町
田
東
２
０
０
３
年
）ど
こ
の
ク
ラ

ブ
も
50
名
を
超
え
て
い
て
、八
王
子

Ｒ
Ｃ
１
２
５
名
、八
王
子
西
Ｒ
Ｃ
１

２
０
名

・
平
均
年
齢

　

11
ク
ラ
ブ
の
平
均
年
齢
は
63
・
34

歳
一
番
若
い
ク
ラ
ブ
は
56
歳
（
八
王

子
北
Ｒ
Ｃ
）一
番
長
老
ク
ラ
ブ
は

70
・
４
歳
（
町
田
・
中
Ｒ
Ｃ
）、八
王

子
西
Ｒ
Ｃ
61
・
６
歳

・
入
会
金
及
び
年
会
費

　

０
円
の
ク
ラ
ブ
が
２
ク
ラ
ブ
（
町

田
・
中
Ｒ
Ｃ
／
町
田
サ
ル
ビ
ア
Ｒ
Ｃ
）

５
万
円
が
１
ク
ラ
ブ
（
八
王
子
東
Ｒ

Ｃ
）10
万
円
が
３
ク
ラ
ブ
（
日
野
Ｒ

Ｃ
／
飛
火
野
Ｒ
Ｃ
／
町
田
東
Ｒ
Ｃ
）

20
万
円
が
５
ク
ラ
ブ
（
八
王
子
Ｒ
Ｃ

　

会
員
増
強
維
持
を
考
え
て
い
る

ク
ラ
ブ
は
80
％
以
上
、年
齢
の
在
籍

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ク
ラ
ブ
50
％
以
上

　

ク
ラ
ブ
協
議
会
10
回
、６
回
、５

回
と
活
発
に
行
う
ク
ラ
ブ
あ
り
。

①
２
０
１
８
年
４
月
末
現
在
の
日

本
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
８
９
５
４
４
名

で
ク
ラ
ブ
数
２
２
６
５
ク
ラ
ブ
。Ｐ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
を
含
め
る
と
、８
９
８
２
４

名
、ク
ラ
ブ
数
２
２
７
４
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

日
本
全
体
で
こ
れ
か
ら
の
３
年
間

で
10
万
人
に
し
て
そ
の
後
１
０
５
０

０
０
人
が
目
標
で
す
。

②
上
記
の
件
は
第
１
ゾ
ー
ン
〜
第
３

ゾ
ー
ン
会
員
基
盤
委
員
会
で
話
し

合
わ
れ
た
、な
ぜ
な
ら
８
年
に
一
度

ゾ
ー
ン
の
見
直
し
が
あ
り
、日
本
は

こ
れ
ま
で
の
３
ゾ
ー
ン
か
ら
2.5
ゾ
ー
ン

に
な
る
。

　

会
員
増
強
、会
員
維
持
は
大
切

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。楽
し
い
例
会
、

楽
し
い
ク
ラ
ブ
に
す
る
こ
と
が
会
員

も
増
え
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。女
性
会
員
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

八
王
子
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は

会
員
も
多
く
、ま
た
例
会
も
和
や
か

に
行
わ
れ
て
お
り
、今
日
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
ク
ラ
ブ
協
議
会
も
活

発
で
あ
り
こ
の
ま
ま
活
動
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

そ
の
他

多
摩
南
グ
ル
ー
プ
の

活
動
計
画
に
つ
い
て

◇
司
会　

岡
本
信
之
会
場
監
督
補
佐

◇
開
会
点
鐘　

峰
尾　

孚
会
長

◇
Ｒ
ソ
ン
グ　

我
ら
の
生
業

◇
食
事
と
交
歓　

中
華

◇
お
客
様
の
ご
紹
介　

峰
尾
会
長

　

森
屋
義
政
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

　

坂
本
光
右
グ
ル
ー
プ
幹
事

◇
出
席
報
告
・ニ
コ
ニ
コ
発
表

　

渕
上
安
出
席
財
務
副
委
員
長

　

会
員
１
１
２
名
中
77
名
出
席
。

　

出
席
率
74
・
76
％
。前
々
回
９
月

　

７
日
の
出
席
率
73
・
79
％
を
87
・

　

38
％
を
に
修
正
し
ま
す
。

◇
会
長
挨
拶　

峰
尾　

孚
会
長

＊
先
日
の
親
睦
旅
行
に
は
多
数
ご

　

参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

　

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

貴
船
の
ひ
ろ
や
を
メ
イ
ン
に
考
え

　

て
い
ま
し
た
が
、台
風
の
影
響
で

　

急
遽
変
更
と
な
っ
た
の
が
残
念
で

　

す
。

＊
今
年
は
天
災
が
多
く
、ま
た
警
察

　

官
が
狙
わ
れ
る
な
ど
様
々
な
事

　

件
も
多
発
し
て
ま
す
。

＊
よ
う
や
く
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し

　

た
。季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の
で

　

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

例　

会　

報　

告

第
２
５
２
５
回
●
２
０
１
８
・
９
・
21
（
金
）

会
長
挨
拶
／

峰
尾
　
孚
会
長

　

　

　　　

　　　　

　　

　



　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

経平成30年10月5日 米山月間・経済と地域社会の発展月間

識
改
革

た
し
ま
し

書
、階
級

通
用
し

て
お
り

常
と
し

人
の
肩

書
を
見

き
ま
す

査
・
巡

部
と
か

が
、こ
の

事
な
の

組
織
の

一
般
の

対
応
し

に
そ
っ
と

え
て
く

る
警
察

で
す
。し

名
刺
の

い
ま
す
。

平
成

宝
首
相

私
は
平
成
22
年
２
月
か
ら
平
成

24
年
２
月
ま
で
の
２
年
間
、第
９
機

動
隊
長
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
岩
手

県
、宮
城
県
、福
島
県
に
隊
長
と
し

て
５
回
、そ
の
都
度
役
２
５
０
名
の

部
下
と
共
に
被
災
地
支
援
に
あ
た
っ

て
参
り
ま
し
た
。こ
の
被
災
地
支
援

に
従
事
し
た
全
て
の
警
察
職
員
が
警

察
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
、誰
の
た

め
に
あ
る
の
か
、そ
の
た
め
に
警
察
が

何
を
す
べ
き
か
、そ
し
て
本
当
の
意

味
の
有
難
う
と
い
う
言
葉
の
重
み
を

知
っ
た
と
思
い
ま
す
。被
災
地
で
は

苦
し
い
事
、つ
ら
い
事
、悲
し
い
事
、憤

り
を
体
験
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上

に
我
々
の
心
を
痛
め
た
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。期
間
中
に
私
は

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と

な
ど
を
隊
長
指
示
の
連
絡
事
項
と

い
う
形
で
文
章
と
し
て
部
下
に
伝
え 三菱U

（前警視

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

話
卓

災
震
大
本
日
東

て
き
ま
し

ほ
ん
の

き
た
い
と

と
こ
ろ

う
に
、私

視
庁
を

ら
民
間

も
の
で
す

間
ど
っ
ぷ

大木英敏 氏UFJ 銀行参事役
視庁主席聴聞官）

「「
東
日
本
大
震
災

卓
話

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

革
を
す
る
の
に
大
変
苦
労
い

し
た
。そ
し
て
、警
察
官
の
肩

級
は
退
職
し
た
ら
ま
っ
た
く

な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。我
々
人
間
は
、人
の

て
、名
刺
を
も
ら
う
と
そ
の

書
に
目
が
行
き
ま
す
。履
歴

見
る
と
、最
終
学
歴
に
目
が
行

す
。警
察
職
員
の
中
に
も
巡

査
部
長
と
か
警
視
と
か
警

色
々
な
階
級
が
あ
り
ま
す

の
肩
書
と
い
う
か
階
級
が
大

は
、仕
事
を
進
め
る
う
え
で

の
中
だ
け
の
問
題
で
あ
っ
て
、

の
人
に
し
て
み
れ
ば
、真
剣
に

し
て
く
れ
た
り
、自
分
の
そ
ば

と
立
っ
て
自
分
の
こ
と
を
支

れ
た
り
、寄
り
添
っ
て
く
れ

察
職
員
が
最
高
の
警
察
職
員

し
か
し
、我
々
は
そ
の
肩
書
や

方
に
だ
け
目
が
行
っ
て
し
ま

。成22
年
５
月
、中
国
の
温
家

相
が
来
日
し
た
際
、私
が
第
２

る
ん
だ
か
ら
、今
日
は
も
う
帰
り
な

さ
い
。」そ
う
い
う
と
、そ
の
右
翼
は

私
に
向
か
っ
て
「
隊
長
な
ん
か
関
係

ね
え
よ
。そ
の
代
わ
り
Ａ
さ
ん
が
言

う
ん
だ
っ
た
ら
考
え
る
」そ
う
言
っ
て

き
ま
し
た
。こ
の
右
翼
が
言
っ
た
Ａ
隊

員
は
、当
時
、特
務
係
と
い
う
係
で

28
歳
に
な
る
裏
表
の
な
い
黙
々
と
仕

事
を
や
る
青
年
で
し
た
。私
は
内
心

こ
の
野
郎
と
思
い
な
が
ら
、近
く
に
い

た
幹
部
に
別
の
場
所
で
勤
務
し
て
い

た
Ａ
隊
員
に
電
話
を
さ
せ
、そ
の
右

翼
と
話
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
、そ
の
右

翼
は
電
話
を
切
る
な
り
、私
に
「
隊

長
、Ａ
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
。」

そ
う
言
っ
て
そ
の
場
を
去
っ
て
い
き
ま

し
た
。

警
備
終
了
後
、私
は
全
隊
員
に

「
人
は
肩
書
で
は
動
か
な
い
。仕
事
に

対
す
る
熱
い
思
い
と
、日
々
の
前
向

き
な
姿
勢
が
人
を
動
か
す
ん
だ
」と

お
話
し
し
、Ａ
隊
員
を
絶
賛
し
、私

が
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

福
岡
県
篠
栗
（
さ
さ
ぐ
り
）町
に
あ

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

）
金
（
日
8
月
９
年
８

０
２」
と
こ
た
じ
感
て
っ
た
あ
に
備
警
援

し
た
が
、本
日
は
そ
の
中
か
ら

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

と
思
い
ま
す
。

ろ
で
、今
ご
紹
介
の
あ
っ
た
よ

私
は
今
年
の
３
月
31
日
に
警

を
定
年
退
職
し
、４
月
１
日
か

間
の
会
社
に
お
世
話
に
な
っ
た

す
か
ら
、警
察
職
員
に
37
年

ぷ
り
つ
か
っ
て
い
た
た
め
、意

機
動
隊
長
と
し
て
中
国
大
使
館
の

直
近
の
警
備
の
指
揮
を
し
て
い
た
と

き
の
話
で
す
。あ
る
年
配
の
右
翼
が
、

車
両
で
何
度
も
規
制
線
を
突
破
し

よ
う
と
し
て
、部
隊
と
揉
め
て
い
ま

し
た
。再
三
の
副
隊
長
の
説
得
に
も

応
じ
ず
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
た
め
、

最
後
に
私
が
出
て
行
っ
て
、そ
の
右

翼
に
「
隊
長
の
私
が
出
て
い
っ
て
く

る
南
蔵
院
と
い
う
お
寺
の
林

（
は
や
し
か
く
じ
ょ
う
）住
職

を
引
用
し
て
、次
の
よ
う
な

い
た
し
ま
し
た
。

あ
る
社
長
が
自
社
ビ
ル
を

い
た
の
で
す
が
、そ
の
各
階
に

員
用
ト
イ
レ
の
内
側
に
は
い

書
き
が
し
て
あ
っ
た
そ
う
で
す

社
長
は
社
員
を
集
め
て
は
何

支支
援
警
備
に
あ
た
っ
て
感
じ
た
こ
と
」２
０
１
８
年
９
月
28
日
（
金
）

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

せ
く
だ
さ
い
。

＊
東
京
日
野
Ｒ
Ｃ
よ

開
卓
話
例
会
の
ご

だ
き
ま
し
た
。ご
興

は
事
務
局
ま
で
お

く
だ
さ
い
。

＊
第
２
７
５
０
地
区

き
ま
し
た
。詳
し
く

リ
ー
の
３
ペ
ー
ジ
目

す
の
で
ご
覧
い
た

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み

◇
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
フ

チ
贈
呈

三
浦
眞
一
会
員

◇
ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

地
区
多
摩
南
グ
ル

政
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

テ
ー
マ

Ｒ
Ｉ
第
２
７
５
０
地

グ
ル
ー
プ
の
活
動
計

に
つ
い
て

◇
閉
会
点
鐘

峰
尾

なは係言て隊、仕心いい右右隊」まにに向と私るあ

注
意
を
し
た
そ
う
で
す
が
、落
書
き

は
一
向
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
し
て
、社
長
は
「
う
ち
の
会
社

に
は
こ
の
程
度
の
社
員
し
か
い
な
い

ん
だ
な
」と
諦
め
た
そ
う
で
す
。し
か

し
、諦
め
て
い
な
か
っ
た
人
が
会
社
の

中
に
一
人
だ
け
い
ま
し
た
。誰
か
と

い
う
と
、ト
イ
レ
掃
除
の
お
ば
ち
ゃ
ん

だ
け
は
諦
め
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
お
ば
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し
た
か
と
い

う
と
、小
さ
い
紙
に
お
願
い
状
と
書

い
て
、す
べ
て
の
ト
イ
レ
の
内
側
に

貼
っ
て
い
き
ま
す
。そ
の
お
願
い
状
に

な
ん
て
書
い
て
あ
る
か
と
い
う
と
、

「
こ
こ
は
私
の
大
切
な
職
場
で
す
。こ

の
大
切
な
職
場
を
落
書
き
で
汚
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。」そ
う
書
か
れ
て

あ
り
ま
す
。そ
の
お
願
い
状
が
貼
ら

れ
た
翌
日
か
ら
一
切
の
落
書
き
が

無
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
社
長

は
、社
長
の
自
分
が
何
度
も
注
意
し

た
の
に
無
く
な
ら
な
か
っ
た
落
書
き

が
、ト
イ
レ
掃
除
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
お

願
い
状
一
枚
だ
け
で
何
故
な
く
な
っ

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

◇
幹
事
報
告

小
沢
孝
志
幹
事

＊
北
海
道
地
震
へ
の
義
捐
金
は
予

納
金
よ
り
一
人
当
た
り
２
０
０

０
円
を
第
２
７
５
０
地
区
へ
送
り

ま
し
た
。

＊
本
日
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
と
坂
本

グ
ル
ー
プ
幹
事
よ
り
１
０
０
０
０

円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
東
京
八
王
子
ビ
ー
ト

レ
イ
ン
ズ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム

が
９
／
28
・
29
に
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

林
覚
乗

の
講
演

話
し
を

を
持
っ
て

あ
る
社

い
つ
も
落

す
。そ
の

何
度
も

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

多

よ
り
10
／
３
公

ご
案
内
を
い
た

興
味
の
あ
る
方

お
問
い
合
わ
せ

の
ア
プ
リ
が
で

く
は
ウ
イ
ー
ク

目
に
載
っ
て
い
ま

だ
き
、是
非
ダ

み
て
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ロ
ー
バ
ッ

介ー
第
２
７
５
０

ル
ー
プ
森
屋
義

佐地
区
・
多
摩摩
南

計
画
の
指
標
等

尾

孚
会
長



　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

成ん立いん員社長ん員員いををらやん

思
い

思
い

強
い

人

動

い
て
い
る
ん
だ
。世
の
中
は
肩
書
の
問

題
で
は
な
い
。そ
の
仕
事
を
受
け

持
っ
た
人
の
思
い
の
強
さ
な
ん
だ
、と

い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
社
長
は
、学
校
で

習
う
知
識
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
。

人
間
と
し
て
の
情
の
世
界
の
大
切
さ

が
そ
こ
に
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
。翌
年
の
入
社
試
験
か
ら
そ
の
思

い
を
述
べ
て
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
社
長

は
入
社
試
験
に
来
た
学
生
に
２
つ
の

質
問
し
か
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま

す
。ひ
と
つ
は
、君
は
お
母
さ
ん
の
肩

た
た
き
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
、と
い

う
質
問
に
は
、全
員
が
小
さ
い
時
に

や
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。も
う
ひ

と
つ
、君
は
お
母
さ
ん
の
足
を
洗
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
と
い
う
質
問
に
は
、

す
べ
て
の
学
生
が
あ
り
ま
せ
ん
と
答

え
た
そ
う
で
す
。す
る
と
社
長
は
、３

日
間
時
間
を
あ
げ
る
か
ら
、一
度
で

い
い
、お
母
さ
ん
の
足
を
洗
っ
て
き
な

い

二

夕
方

で
待
っ
て
や
っ
と
お
母
さ
ん
が
椅
子
に

座
っ
た
と
こ
ろ
を
説
得
し
て
、縁
側

ま
で
連
れ
て
行
き
ま
す
。タ
ラ
イ
に

お
湯
を
入
れ
て
、俺
も
あ
の
会
社
に

入
っ
て
楽
が
で
き
る
な
と
そ
う
思
い

な
が
ら
鼻
歌
交
じ
り
で
お
母
さ
ん
の

右
足
か
ら
洗
い
始
め
、左
足
に
持
ち

替
え
、自
分
の
掌
で
持
ち
上
げ
た
瞬

間
に
、彼
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。お
母
さ
ん
は
若
い
こ
ろ
、ご
主

人
を
事
故
で
亡
く
し
た
た
め
、そ
の

大
学
生
と
２
つ
上
の
お
兄
さ
ん
を
女

手
一
つ
で
、死
に
物
狂
い
で
育
て
た

そ
う
で
す
。そ
の
お
母
さ
ん
の
足
の

裏
を
持
っ
た
時
に
、あ
ま
り
に
荒
れ

こ
け
て
て
、ひ
び
割
れ
て
い
る
の
を
自

分
の
手
で
感
じ
た
の
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
「
母
さ
ん
長
生
き
し
て
く

れ
よ
な
あ
」と
一
言
し
か
言
え
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。お
母
さ
ん
は
「
あ

り
が
と
う
」と
言
っ
て
黙
っ
て
し
ま
い
、

し
ば
ら
く
一
生
懸
命
足
を
洗
っ
て
い
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た
ら
、お
母
さ
ん
の
ほ
う
が
泣
き
始

め
て
、お
母
さ
ん
の
涙
が
自
分
の
手

の
甲
に
落
ち
て
き
て
止
ま
ら
な
く

な
っ
た
の
で
、そ
れ
以
上
洗
え
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
後
「
母
さ

ん
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
自
分
の
部

屋
に
戻
り
、翌
朝
ま
で
お
母
さ
ん

顔
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

翌
日
会
社
に
行
っ
て
、そ
の
大
学

生
は
社
長
に
「
社
長
、僕
は
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
教
育
を
受
け
た
の
は
初

め
て
で
し
た
。」と
答
え
た
ら
社
長
は

た
の
か
、な
ん
で
社
長
が
命
令
し
た
の

に
も
関
わ
ら
ず
無
く
な
ら
な
か
っ
た

の
か
考
え
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
社

長
は
気
が
付
か
れ
た
そ
う
で
す
。ど

う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、人
は
社
長

と
い
う
肩
書
で
動
い
て
い
る
の
で
は

な
い
。ト
イ
レ
掃
除
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が

ト
イ
レ
掃
除
を
大
し
た
仕
事
で
は
な

い
と
思
っ
た
ら
大
し
た
仕
事
で
は
な

い
。ト
イ
レ
掃
除
が
い
ま
自
分
に
与

え
ら
れ
た
大
事
な
役
割
な
ん
だ
と

思
い
、そ
の
思
い
が
強
い
か
ら
人
が
動

さ
い
。そ
し
て
報
告
に
来
て
く
れ
た

ら
う
ち
の
入
社
試
験
は
終
わ
り
だ

と
、話
を
学
生
に
し
ま
し
た
。ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
、そ
ん
な
こ
と
で
入
社

が
で
き
る
な
ら
と
笑
み
を
浮
か
べ
な

が
ら
会
社
を
出
て
行
っ
た
そ
う
で

す
。あ
る
学
生
が
、丸
二
日
間
お
母

さ
ん
の
後
を
つ
け
て
ま
わ
っ
て
い
た

ら
、お
母
さ
ん
か
ら
「
あ
ん
た
昨
日

も
つ
け
て
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」と
言
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、そ
れ
で
も
つ
け
て

ま
わ
っ
て
い
る
と
、二
日
目
の
夕
方
ま

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

を
期
待
し
、ど
ん
な
思
い
で
い
る
か

を
常
に
知
ろ
う
と
す
る
努
力
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、と
繰
り

返
し
話
し
て
き
ま
し
た
。別
に
署
長

や
幹
部
が
偉
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。一
番
偉
い
の
は
、誰
に
威
張
る
こ

の
時
は
お
母
さ
ん
と
２
人
で

て
、お
母
さ
ん
は
す
ぐ
に
２

げ
、お
母
さ
ん
が
「
し
ょ
う
へ

う
へ
い
、早
く
２
階
へ
逃
げ

と
叫
ん
だ
も
の
の
、返
事
が

の
で
、お
母
さ
ん
は
も
う
ど

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

くさ部の学な初

て

」
答

社
長
は

こ
う
答
え
ま
し
た
。「
君
が
一
人
で

成
長
し
た
き
た
の
で
は
な
い
。た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
大
き
く
な
っ

て
き
た
ん
だ
。今
度
は
君
が
一
人
で

立
派
な
会
社
員
に
な
る
ん
で
は
な

い
。た
く
さ
ん
の
従
業
員
や
お
客
さ

ん
と
の
出
会
い
の
中
で
立
派
な
会
社

員
に
な
ら
せ
て
も
ら
う
ん
だ
。私
が

社
長
に
な
る
ん
で
は
な
い
。私
が
社

長
に
な
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
だ
け
な

ん
た
。」私
は
普
段
、自
分
は
警
察
職

員
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。都

民
や
区
民
や
町
の
人
か
ら
、警
察
職

員
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
、と

い
う
こ
と
を
常
に
忘
れ
ず
、都
民
国

民
や
町
の
人
が
警
察
に
ど
ん
な
こ
と

立
場
で
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
警
察
職
員
で
あ

り
ま
す
。そ
し
て
こ
う
い
う
こ
と
が
適

正
的
確
に
評
価
さ
れ
、信
頼
さ
れ
る

組
織
で
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

・
も
う
一
度
息
子
の
笑
顔
が
見
た
い

近
く
に
住
ん
で
い
た
お
ば
さ
ん
の

話
に
よ
る
と
、発
見
し
た
ご
遺
体

は
、こ
の
春
、地
元
の
高
校
を
卒
業

し
た
ば
か
り
の
18
歳
に
な
る
青
年

で
、３
月
29
日
か
ら
千
葉
県
の
製
鉄

所
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。そ
の
青
年
は
、お
母
さ
ん
と
お

姉
さ
ん
と
高
校
２
年
生
の
妹
の
４
人

暮
ら
し
で
、わ
け
あ
っ
て
お
父
さ
ん
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、お
母
さ
ん
は

大
変
な
苦
労
を
し
て
、３
人
の
子
供

を
育
て
た
そ
う
で
す
。彼
は
と
て
も

明
る
い
性
格
の
、誰
に
で
も
好
か
れ

る
好
青
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。地
震

で
す
そ
れ
か
ら
お
母

難
所
を
回
っ
た
り
、知

絡
し
た
り
、あ
ら
ゆ
る

く
し
ま
し
た
が
、息
子

は
わ
か
ら
ず
、も
う

う
と
諦
め
て
い
た
そ

体
を
見
ら
れ
た
お
母

場
で
泣
き
崩
れ
、息

す
が
り
つ
き
「
し
ょ
う

へ
い
！
」と
名
前
を
何

い
ま
し
た
。少
し
落
ち

母
さ
ん
に
、ご
遺
体
発

認
し
て
い
た
だ
き
「
ご

の
ビ
ニ
ー
ル
の
下
に
あ

埋
も
れ
て
い
た
わ
け

ん
。苦
し
そ
う
な
感
じ

と
思
い
ま
す
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

間
も
経
っ
て
も
う
海

思
っ
て
、も
う
２
度
と

な
い
と
諦
め
て
い
ま
し

ん
な
綺
麗
な
顔
で
、

つ
け
て
い
た
だ
き
、本

う
ご
ざ
い
ま
す
。何
の

隊
長
指
示
の
連
絡
事
項

（
被
災
地
に
残
る
記
録
）

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

始手くく

と
も
な
く
、誰
に
こ
び
る
こ
と
も
な

く
、自
分
の
仕
事
に
誇
り
と
使
命

感
、そ
し
て
矜
持
を
持
っ
て
、自
分
の

立
場
で
、自
分
の
で
き
る
こ
と
を
一

げ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。お
母
さ
ん
は
そ
の
後
屋
根
に
の

ぼ
り
、中
学
生
に
助
け
ら
れ
た
そ
う

で
す
。そ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
は
、各
避

　 　　　　  

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　

　

　　

 

で
家
に
い

２
階
へ
逃

へ
い
、し
ょ

な
さ
い
」

無
か
っ
た

っ
か
へ
逃

母
さ
ん
は
各
避

知
り
合
い
に
連

る
手
立
て
を
尽

子
さ
ん
の
所
在

会
え
な
い
だ
ろ

そ
う
で
す
。ご
遺

母
さ
ん
は
、そ
の

子
さ
ん
の
体
に

う
へ
い
！
し
ょ
う

何
度
も
叫
ん
で

ち
着
か
れ
た
お

発
見
場
所
を
確

ご
遺
体
は
数
枚

あ
っ
て
、が
れ
き
に

け
で
は
あ
り
ま
せ

じ
で
は
な
か
っ
た

と
伝
え
る
と
、

い
ま
し
た
。本
当

い
ま
し
た
。３
週

海
に
流
さ
れ
た
と

と
顔
も
見
ら
れ

し
た
。そ
れ
が
こ

傷
も
無
く
、見

本
当
に
あ
り
が
と

の
贅
沢
も
さ
せ

て
あ
げ
ら
れ
ず
、苦
労
ば
か
り
掛
け

ま
し
た
が
、本
当
に
母
親
思
い
の
良

い
子
で
、初
給
料
が
出
た
ら
何
が
欲

し
い
と
き
か
れ
た
の
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
ま
す
。」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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い
た
ご
主
人
の
運
転
し
て
い
た
車
が

こ
の
水
田
に
流
さ
れ
、ご
主
人
は
数

日
後
、別
の
場
所
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
が
、１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

と
こ
ろ
に
４
歳
の
息
子
さ
ん
が
使
っ

て
い
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
だ
け
が
見

つ
か
っ
た
も
の
の
、２
人
の
息
子
さ
ん

は
行
方
不
明
と
い
う
こ
と
で
す
。私

は
自
己
紹
介
を
し
、期
間
中
最
後

ま
で
全
力
で
捜
索
す
る
と
話
す
と
、

Ａ
さ
ん
は
目
に
い
っ
ぱ
い
の
涙
を
浮
か

べ
、ど
う
か
２
人
の
息
子
に
会
わ
せ
て

く
だ
さ
い
、と
訴
え
て
き
ま
す
。そ
の

ご
主
人
と
同
じ
よ
う
に
、２
人
の
息

子
さ
ん
は
近
く
に
埋
も
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
が
、逆
に
相
当
遠

く
へ
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、む
し
ろ
流
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
高
く
、こ
の
地
区
を
担
当
す
る
20

名
の
隊
員
だ
け
で
は
無
理
で
、む
し

ろ
遺
体
発
見
の
可
能
性
の
高
い
他

の
部
隊
へ
シ
フ
ト
し
た
ほ
う
が
効
果

的
だ
と
正
直
思
い
ま
し
た
。Ａ
さ
ん

は
震
災
直
後
か
ら
捜
索
を
依
頼
し

て
い
ま
し
た
が
、な
か
な
か
動
い
て
も

ら
え
ず
、最
近
に
な
っ
て
地
元
の
署

に
懇
願
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ

り
ま
す
。我
々
も
多
く
の
任
務
に
あ

た
っ
て
い
る
た
め
、一
か
所
に
だ
け
時

間
を
か
け
ら
れ
な
い
、と
い
え
ば
直

接
関
係
な
い
人
に
は
理
解
を
得
ら

れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、間
違
い
な

く
、Ａ
さ
ん
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

翌
日
の
午
後
、そ
の
場
所
に
巡
視

に
い
っ
た
と
こ
ろ
、そ
こ
に
は
膝
近
く

ま
で
水
田
に
埋
も
れ
、ス
コ
ッ
プ
で
泥

を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
黙
々
と
作

業
を
し
て
い
る
20
名
の
隊
員
が
い
ま

し
た
。中
隊
長
か
ら
「
先
ほ
ど
ま
で

Ａ
さ
ん
が
我
々
の
活
動
を
ず
っ
と
見

て
お
ら
れ
、帰
り
際
に
何
度
も
何
度

も
頭
を
下
げ
て
く
れ
ま
し
た
。常
に

我
々
の
作
業
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
、安
心
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
、全
力

で
捜
索
活
動
を
続
け
ま
す
。」と
報

告
を
受
け
ま
し
た
。東
京
ド
ー
ム
の

数
倍
も
あ
る
と
て
つ
も
な
い
広
大
な

水
田
の
中
で
も
捜
索
は
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
も
の
で
す
が
、隊
員
20

名
全
員
の
顔
に
、絶
対
に
Ａ
さ
ん
の

元
に
２
人
の
息
子
さ
ん
を
返
し
て
あ

げ
よ
う
と
熱
い
気
概
を
感
じ
、私
は

翌
日
か
ら
そ
の
場
所
に
全
隊
員
２
０

０
名
を
投
入
し
、最
後
ま
で
２
人
の

息
子
さ
ん
の
捜
索
に
あ
た
ら
せ
ま
し

た
。愛
す
る
家
族
を
失
っ
た
Ａ
さ
ん

が
折
れ
そ
う
な
心
を
か
ろ
う
じ
て
支

え
て
い
る
の
は
、子
供
を
こ
の
手
で

抱
い
て
あ
げ
た
い
、と
い
う
思
い
だ
け

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。も
し
か
し

た
ら
Ａ
さ
ん
も
２
人
の
息
子
さ
ん
は

見
つ
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、見
つ
か

ら
な
か
っ
た
と
思
っ
て
も
我
々
を
責

め
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。そ
し
て

願
い
む
な
し
く
、い
つ
か
こ
の
捜
索
が

打
ち
切
ら
れ
た
と
し
て
も
、Ａ
さ
ん

は
き
っ
と
「
こ
こ
ま
で
し
て
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
我
々
警
察
に
求
め

て
い
る
の
は
、一
生
懸
命
に
努
力
す

る
姿
勢
で
す
。そ
し
て
、そ
こ
に
感
動

を
覚
え
、や
る
べ
き
こ
と
を
し
な
い
不

甲
斐
な
い
姿
勢
に
怒
り
を
感
じ
る
の

で
す
。Ａ
さ
ん
の
立
場
を
自
分
や
自

分
の
家
族
に
置
き
換
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。息
子
の
こ
と
ひ
と
つ
し
か
考
え

ら
れ
な
い
は
ず
で
す
。我
々
の
日
々

の
仕
事
も
同
じ
こ
と
で
す
。何
も
難

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
や

自
分
の
家
族
が
、そ
の
当
事
者
だ
っ

た
ら
、警
察
に
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ

と
を
す
る
だ
け
で
す
。

　

隊
員
諸
君
へ

　

残
念
な
が
ら
今
回
の
捜
索
で
Ａ

さ
ん
に
息
子
さ
ん
を
返
し
て
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、我
々

が
帰
る
と
き
、ず
っ
と
車
両
に
向
か
っ

て
手
を
振
っ
て
く
れ
た
、頭
を
下
げ

て
く
れ
た
Ａ
さ
ん
の
姿
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。最
後
に
Ａ
さ
ん
が
私

に
語
っ
て
く
れ
た
言
葉
を
伝
え
ま

す
。「
息
子
に
会
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、み
な
さ
ん
が
何
日
間

も
最
後
ま
で
探
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、別
れ
る
決
心
が
で
き
ま
し
た
。あ

の
暑
い
中
、臭
い
泥
の
中
を
一
生
懸

命
や
っ
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
の

姿
、思
い
を
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
人
で
頑
張
っ
て
生
き
て
い
き
ま

す
。」

　

ウ
オ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
、晩
年

ご
遺
体
を
搬
送
す
る
際
、隊
員
の

顔
を
よ
く
見
た
の
で
し
ょ
う
。「
息
子

が
若
い
警
察
官
に
助
け
ら
れ
た
の
も

何
か
の
縁
で
す
。大
変
な
お
仕
事
で

す
が
、お
母
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
言
い
残
し
、遺
体
搬
送

し
た
現
場
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。遺

体
搬
送
現
場
で
見
送
っ
た
一
人
の

隊
員
が
私
に
「
も
し
息
子
さ
ん
か
ら

何
が
欲
し
い
と
聞
か
れ
ま
し
た
ら
、

お
母
さ
ん
は
お
前
の
笑
顔
が
欲
し
い

と
答
え
る
で
し
ょ
う
ね
。」と
ぽ
つ
り

と
言
っ
た
こ
と
が
非
常
に
切
な
く
悲

し
く
響
き
ま
し
た
。

　

隊
員
諸
君
へ

　

こ
の
世
で
一
番
大
切
な
お
ふ
く

ろ
さ
ん
を
絶
対
に
悲
し
ま
せ
る
こ
と

を
し
な
い
よ
う
、そ
し
て
み
ん
な
の
笑

顔
が
お
ふ
く
ろ
さ
ん
に
と
っ
て
何
よ

り
の
親
孝
行
に
な
る
こ
と
を
、こ
の

機
会
に
再
度
決
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ど
う
か
二
人
の
わ
た
し
の
息
子

　

を
探
し
て
会
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

宮
城
県
に
派
遣
に
な
っ
た
あ
る

日
、明
日
か
ら
捜
索
を
開
始
す
る
す

べ
て
の
地
区
を
確
認
し
ま
し
た
。あ

る
地
区
へ
い
く
と
、そ
こ
は
見
渡
す

限
り
の
水
田
が
広
が
り
、水
も
多

く
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ガ
レ
キ
が
散
乱

し
て
い
る
状
態
で
し
た
。現
場
に
行

く
と
、40
歳
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
一

人
の
女
性
が
、そ
の
水
田
を
悲
し
そ

う
な
目
で
眺
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
方

は
Ａ
さ
ん
と
い
う
被
災
者
の
方
で
、

７
歳
と
４
歳
の
息
子
さ
ん
の
乗
っ
て

社
員
に
対
し
、「
我
々
は
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。す
べ
て
は
鼠
一
匹

か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
」と
語
り
ま
し
た

が
、こ
の
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、

ど
ん
な
に
会
社
が
大
き
く
な
ろ
う
と

も
、ど
ん
な
に
会
社
が
膨
大
な
利
益

を
上
げ
よ
う
と
、会
社
は
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
と
い
う
一
匹
の
鼠
か
ら
始
ま
っ

て
大
き
く
成
長
し
た
の
で
あ
り
、そ

の
基
本
や
基
礎
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。そ
し
て
日
々
の
仕
事
や
社
会

貢
献
に
協
力
し
て
ほ
し
い
、と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
は

警
察
組
織
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。我
々
は
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。警
察
へ
の
信
頼
を
勝
ち
取

る
す
べ
て
は
、一
人
の
、現
場
の
警
察

職
員
の
わ
が
身
と
思
え
る
対
応
か
ら

始
ま
る
こ
と
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

お
わ
り
に
、改
め
て
皆
様
と
の
出

会
い
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な
る

ご
繁
栄
と
、会
員
の
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、代
わ
り
に
警
察
へ

の
ご
支
援
と
叱
咤
激
励
を
お
願
い

し
、私
の
拙
い
話
を
終
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中　

略



 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

経平成30年10月5日 米山月間・経済と地域社

の
実
施
の
為

ま
す
。

◇
会
長
挨
拶

＊
今
週
末
は
大

て
い
る
と
い

い
被
害
に
な

い
ま
す
。

＊
次
年
度
副
会

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

201社会の発展月間

◇
Ｒ
ソ
ン
グ

そ
れ
で
こ
そ

◇
お
客
様
の
ご

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

大
木
英
敏
様

◇
食
事
と
交
歓

◇
出
席
報
告

山
田
和
夫
出

会
員
１
１
２

出
席
率
73

９
日
親
睦
旅

33
％
を
ク
ラ

の
実
施
の
為

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

告

報

会

8～2019 No.5

員
に
、次
年
度
幹
事
は
神
辺
和

幸
会
員
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

＊
ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
・
デ
ジ
グ
ネ
ー

ト
候
補
者
に
三
浦
眞
一
会
員
を

推
薦
す
る
件
が
理
事
会
で
審
議

◇
司
会

宮
澤
徳
光
会
場
監
督
補
佐

◇
開
会
点
鐘

峰
尾

孚
会
長

例
第
２
５
２
６
回
●
２
０
１
８
・
９
・
28
（
金
）

ス
ピ
ー
カ
ー
紹
介

／
明
利
彊
会
員

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

＊
1
／

ム
が

＊
11
／

お
い

で
ロ

タ
リ

す
。

案
内

◇
委
員

塩
野

長
、

員
長

◇
ス
ピ

明
利

為
１
０
０
％
に
修
正
し

峰
尾

孚
会
長

大
型
の
台
風
が
近
づ
い

う
こ
と
で
す
が
、ひ
ど

な
ら
な
い
よ
う
願
っ
て

会
長
は
金
子
裕
二
会

会
長
挨
拶
／

峰
尾

孚
会
長

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

＊
10
／

す
。

＊
10
月

＊
0
／

２
名
中
76
名
出
席
。

・
79
％
。前
々
回
９
月

旅
行
の
出
席
率
22
・

ラ
ブ
の
会
費
を
使
っ
て

為
１
０
０
％
に
修
正
し

出
席
報
告
・

ニ
コ
ニ
コ
発
表
／

山
田
和
夫

出
席
財
務
副
委
員
長

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

さ
れ

に
全

思
い

初
め

よ
ろ

＊
私
事

す
る

◇
幹
事

そ
ロ
ー
タ
リ
ー

ご
紹
介

峰
尾
会
長

Ｊ
銀
行
参
事
役

様歓

和
食

・ニ
コ
ニ
コ
発
表

出
席
財
務
副
委
員
長

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

／
５
は
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で

月
の
三
祝
は
10
／
12
で
す
。

／
12
〜
14
体
験
楽
習
フ
ォ
ー
ラ

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

／
17
・
18
の
い
ち
ょ
う
祭
り
に

い
て
、八
王
子
５
ク
ラ
ブ
合
同

ロ
ー
タ
リ
ー
デ
ー
を
開
催
し
ロ
ー

リ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
予
定
で

具
体
的
な
こ
と
は
追
っ
て
ご

内
い
た
し
ま
す
。

員
会
報
告

野
明
会
員
増
強
選
考
委
員

田
中
伸
幸
社
会
奉
仕
副
委

長ピ
ー
カ
ー
紹
介

利

彊
会
員

◇
峰
尾
会
長
・
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
・
坂
本
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お

迎
え
し
て
。卓
話
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

◇
小
沢
幹
事
・
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補

佐
・
坂
本
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お

迎
え
し
て
。

◆
大
石
創
元
・
先
日
の
Ｒ
Ｃ
旅
行

で
は
私
ど
も
の
不
注
意
で
ご
迷

惑
ご
心
配
を
か
け
申
し
わ
け
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。田
中
先
生

を
は
じ
め
先
生
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。妻
も
家
で
養
生

し
て
お
り
ま
す
。

◆
三
浦
・
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

坂
本
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え

し
ま
し
た
の
で
。

◇
倉
田
・
多
摩
南
グ
ル
ー
プ
ガ
バ

ナ
ー
補
佐
森
屋
様
・
幹
事
坂
本

様
を
お
迎
え
し
ま
し
て
。

◇
金
子
・
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

幹
事
報
告
／

小
沢
孝
志
幹
事

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

れ
ま
し
た
。10
／
12
の
例
会
後

全
員
協
議
会
で
諮
り
た
い
と

い
ま
す
。創
立
53
年
目
に
し
て

め
て
の
こ
と
で
す
の
で
ど
う
ぞ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
で
す
が
、股
関
節
の
手
術
を

る
予
定
で
す
。

事
報
告

小
沢
孝
志
幹
事

 　 　　　　

　　

　　

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　

　

　

　　　

　

　

　
　

 　
　

  
　　　 　 　 　 　
　　 　 　 　 　 　 

  　

坂
本
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え

し
て
。

◇
鈴
木
重
春
・
親
睦
旅
行
会
長
・

幹
事
・
親
睦
委
員
長
ご
苦
労
様

で
し
た
。楽
し
い
旅
行
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
福
山
・
森
屋
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
・

坂
本
グ
ル
ー
プ
幹
事
を
お
迎
え

し
て
。

◇
杉
本
・
先
々
週
の
例
会
で
１
０

０
％
出
席
の
メ
ダ
ル
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
青
木
・
妻
の
誕
生
祝
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
。

ス
ピ
ー
カ
ー

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
参
事
役

（
前
警
視
庁
主
席
聴
聞
官
）

大
木
英
敏
氏

テ
ー
マ

東
日
本
大
震
災
支
援
警
備
に
あ

た
っ
て
感
じ
た
こ
と

◇
閉
会
点
鐘

峰
尾

孚
会
長

介
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た
の
で

◇
市
川
・
20
回
目
の
結
婚
記
念
日

を
迎
え
ま
し
た
。お
祝
い
の
お

花
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
桂
田
・
お
花
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

◇
峰
尾
会
長
・
南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。本
日

の
卓
話
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

◇
小
沢
幹
事
・
大
木
英
敏
さ
ん
卓

話
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
加
藤
直
也
・
今
月
、結
婚
記
念

日
の
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
明
利
・
元
警
視
庁
主
席
聴
聞
官

大
木
英
敏
様
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。

◇
立
花
・
結
婚
の
お
祝
い
に
素
晴

ら
し
い
お
花
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

補おお補お行迷あ生に生
佐
・えバ本

佐
・

●
２
０
１
８
・
９
・
28
（
金
）

o

（
順
不
同
・
会
員
敬
称
略
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  　孚尾峰長会

行孝林小憲立川浅彦吉田大
雄静岐土彦智野平治清木青巌原会員委報広

志孝沢小事幹
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皆様の投稿をお待ちしております。お気軽にお寄せください。
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アイデアを拡げよう : ww
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